
ナノデバイスによるマルチモーダルガスセンシング

～ポータブルガスセンサによるヘルスケアを目指して～
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＜研究概要＞
私は雰囲気中のガス濃度を検出するガスセンサを研究してきました。集積化したガスセンサで多様なガス濃度を一度に測定す
ることで、呼気ガスに基づくヘルスケアなど新たなアプリケーションの可能性を追求しています。
研究の特徴として、1)微細加工技術を利用したナノスケールセンサの作製や、2)原子スケールのシミュレーションによるセン
サ表面の挙動の理解に基づき高性能なガスセンサの実現を行っています。
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